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　 石
川
卓
良 

　
稲
尾（
旧
滝
野
町
） 

 

さ
あ
合
併
だ
　
市
民
が
創
る
よ

笑
顔
の
加
東
市  

　 
 

安
田
　
朗 

　
久
米（
旧
社
町
） 

 

心
が
通
う
や
さ
し
い
街
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す  

　 
 

上
月
　
清 

　
社
　（
旧
社
町
） 

 

　
『
不
言
実
行
』 

　
　
　
　
　
民
意
を
市
政
へ 

 

　 
 

藤
尾
　
潔 

　
喜
田（
旧
社
町
） 

 

し
が
ら
み
の
な
い
政
治
で
　
　

　
　
　
　
ま
っ
と
う
な
加
東
市 

 

　 
 

藤
原
文
悟 

　
天
神（
旧
東
条
町
） 

 

早
期
に
加
東
市
の
一
体
性
を
構

築
し
て
い
く 

 

 

　 　
野
　
奨 

　
上
中（
旧
社
町
） 

 

福
祉
の
充
実
で
安
心
な
市
政
を

目
指
し
ま
す 

 

　 
 

氷
見
彰
弘 

　
梶
原（
旧
社
町
） 

 

„
旧
套
を
脱
す
る
“　
　
　
　
　

　
　
政
治
、
誠
と
志
を
実
践
す
！ 

 

　 
 

桑
村
繁
則 

　
上
滝
野（
旧
滝
野
町
） 

 

„
ま
ご
こ
ろ
“で
力
強
い
加
東
市

を
目
指
し
ま
す  

　 
 

丸
山
武
彦 

　
上
滝
野（
旧
滝
野
町
） 

 

理
想
は
高
く
、
だ
が
、
着
実
に

歩
も
う
！ 

 

　 
 

井
上
　
弘 

　
松
尾（
旧
社
町
） 

 

福
祉･

医
療
の
充
実
で
安
心
な 

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す 
 

 

　 柴
垣
静
夫 

　
窪
田（
旧
社
町
） 

 

福
祉
の
推
進
と
人
権
問
題
の
解
消

を
目
指
し
て 

 

　 
 

井
上
寿
弘 

　
山
国（
旧
社
町
） 

 

市
の
発
展
と
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
努
力
し
ま
す 

 

　 
 

橋
本
嘉
郎 

　
長
貞（
旧
東
条
町
） 

 

「
行
政
も
経
営
で
あ
る
」
の
理
念

で
努
め
ま
す 

 

　 
 

志
方
　
勉 

　
高
岡（
旧
滝
野
町
） 

 

対
話
と
情
熱
で
市
民
主
体
の
　

ま
ち
づ
く
り 

 

　 
 

宮
野
典
郎 

　
社
　（
旧
社
町
） 

 

介
護
予
防
と
子
育
て
環
境
の
整
備

に
努
め
ま
す 

 

 

　 三
村
　
勇 

　
高
岡（
旧
滝
野
町
） 

 

高
齢
社
会
に
感
謝
。
青
少
年
に

勇
気
、
希
望
、
感
動 

 

　 
 

松
本
　
学 

　
長
貞（
旧
東
条
町
） 

 

改
革
を
断
行
・
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
創
造  

　 
 

神
戸
　
治 

　
穂
積（
旧
滝
野
町
） 

 

新
加
東
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
全

力
を
注
ぎ
ま
す  

　 
 

丸
山
忠
成 

　
上
滝
野（
旧
滝
野
町
） 

 

住
民
が
健
康
で
『
安
心
安
全
』
な

ま
ち
づ
く
り 

 

　 
 

藤
田
靖
夫 

　
社
　（
旧
社
町
） 

 

活
気
あ
ふ
れ
る
加
東
市
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す 

 

 

　 遠
藤
公
平 

　
上
滝
野（
旧
滝
野
町
） 

 
旧
三
町
の
均
衡
化
の
た
め
に
全

力
投
球
し
ま
す    

　 
 

浦
元
明
男 

　
森
尾（
旧
東
条
町
） 

 

加
東
市
の
発
展
と
市
民
の
安
全

安
心
を
確
保
す
る    　 

 

大
富
博
之 

　
多
井
田（
旧
滝
野
町
） 

 

慶
び
の
合
併
前
進
と
、
の
じ
ぎ

く
兵
庫
国
体
を
見
守
り
ま
す 

   

　 
 

村
岡
　
実 

　
上
三
草（
旧
社
町
） 

 

小
学
校
区
単
位
の
ま
ち
づ
く
り
、

福
祉
、
農
業
、
平
和
を
！ 

 

〈
敬
称
略
〉 

 
 

　 

 

　 
 

二
階
一
夫 

　
厚
利（
旧
東
条
町
） 

 

新
し
い
発
想
、
正
し
い
決
断
、

す
ば
や
く
行
動  

　 
 

井
上
茂
和 

　
河
高（
旧
滝
野
町
） 

 

礼
儀
と
相
互
協
力
、
清
い
心
が

活
動
の
指
針
！ 

 

 

　 石
井
義
信 

　
新
定（
旧
東
条
町
） 

 

限
ら
れ
た
任
期
を
新
市
の
た
め

に
貢
献
し
た
い  

　 
 

三
木
正
臣 

　
新
町（
旧
滝
野
町
） 

 

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
を
成
功
さ

せ
ま
し
ょ
う 

 

　 
 

藤
原
文
子 

　
厚
利（
旧
東
条
町
） 

 

子
育
て
支
援
の
充
実
と
福
祉
向

上
に
努
め
た
い  

　 
 

長
谷
川
勝
己 

　
下
滝
野（
旧
滝
野
町
） 

 

初
心
一
生
。
強
く
て
、
や
さ
し

い
新
市
づ
く
り  

　 
 

蓬
　
宗
樹 

　
大
門（
旧
社
町
） 

 

議
決
機
関
の
一
員
と
し
て
加
東

市
発
展
に
寄
与 

 

 

　 西
山
春
夫 

　
下
久
米（
旧
社
町
） 

 

住
民
感
覚
を
重
視
し
、
常
識
的

通
念
で
邁
進
す
る  　 

 

柴
崎
　
聰 

　
秋
津（
旧
東
条
町
） 

 

是
是
非
非
、
十
年
先
、
受
益
と

負
担
、
政
策
提
案  　 

 

土
江
泰
夫 

　
多
井
田（
旧
滝
野
町
） 

 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
元
気
な
　

ま
ち
加
東
市
の
創
出 

 

　 
 

鷹
尾
　
正 

　
廻
渕（
旧
社
町
） 

 

加
東
市
発
展
の
た
め
、
全
力
で

頑
張
り
ま
す 

 

　 
 

林
山
光
良 

　
山
国（
旧
社
町
） 
 

　
人
に
愛
、 

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
に
情
熱 

 

 

　 柴
崎
彰
孝 

　
大
畑（
旧
東
条
町
） 

 

加
東
は
ひ
と
つ
、 

　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

 

　 
 

長
尾
ち
よ
の 

　
吉
井（
旧
東
条
町
） 

 

皆
さ
ま
の
た
め
に
誠
心
誠
意
尽

く
し
ま
す 

 

　 
 

磯
貝
匡
仁 

　
社
　（
旧
社
町
） 

 

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
を

目
指
し
て 

 

　 
 

山
田
幸
喜 

　
永
福（
旧
東
条
町
） 

 

胸
を
張
っ
て
加
東
市
と
言
え
る

立
派
な
ま
ち
づ
く
り 

 

　 
 

小
薮
淳
一 

　
秋
津（
旧
東
条
町
） 

 

憲
法
を
生
か
し
、
住
民
本
位
の

ま
ち
づ
く
り
を 

 

 

　 木
田
都
夫 

　
木
梨（
旧
社
町
） 

 

滅
私
奉
公
、
加
東
市
発
展
に
一

途
に
頑
張
り
ま
す  　 

 

山
本
通
廣 

　
北
野（
旧
滝
野
町
） 

 

健
全
財
政
と
教
育
、
福
祉
の
充

実
を
目
指
し
て  
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